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は じ め に
フランス語では，〈Y commencer〉または〈X commencer Y〉という表現形
式によって Y の初期段階に言及することができる。代表的な例として（1）や
（2）が挙げられる。
（1） La fête va commencer, mes petits!（Kenyon, S., 2010, le cercle des
Immortels 5 : la descendante d’Apollon）
（2） Nous voulons commencer des négociations immédiatement avec le
patronat sur l’organisation du travail.（Le Monde, le 3 avril 1998 :
page 2）
commencer は，（1）のように X が想定できない場合は，〈Y commencer〉
の形で用い，X が想定できる場合は（2）のように〈X commencer Y〉の形で
用いる。
また Y を名詞句ではなく，不定詞で表す場合もある。
（3） Tandis que le café passait dans le percolateur, Greta commença à
lire.（Higgins, C., 1991, Recherche jeune femme aimant danser）
（4） − Si, si, vous pouvez regarder, c’est une circulaire.
Le patron commença de lire et aussitôt la patronne demande :
-Qu’est-ce que c’est?（Clavel, B., 1962, la grande patience 1 ; la mai-
son des autres）
commencer が不定詞を伴う場合，（3）のように à Inf. で表す場合と（4）
のように de Inf. で表す場合とがある。（3）と（4）に関しては，à を de に，
２６１
または de を à に置き換えることができる。しかし（5）のように両者の置き
換えが難しい場合もある。
（5） Je commence｛à/??de｝comprendre, dit le petit prince. Il y a une
fleur . . . je crois qu’elle m’a apprivoisé . . .（de Saint Exupéry, A.,
1943, Le Petit Prince）
本稿の目的は，commencer à Inf. と commencer de Inf. の意味的差異を明
らかにすることである。そのために，まず 1章では，名詞句を伴う commencer
の分析を通じて，話し手が Y の「展開」を意識することが commencer の使
用に結びつくことを明らかにする。そして，2章では，話し手の Y の捉え方
にもとづく à Inf. と de Inf. の使い分けに関する仮説を提唱する。
なお，本稿で挙げる発話例は，主に新聞や小説で構成されたコーパスデータ
や，インターネット検索で得られたものである。また，出典の記載のないもの
は，インフォーマントの協力を得て作成したものである。
1．Y を名詞句で表す場合
この章では，まず 1. 1. で〈Y commencer〉の場合を扱い，1. 2. で〈X com-
mencer Y〉の場合を扱う。
1. 1. Y commencer
Y の開始を〈Y commencer〉で表す代表的な例として（6）がある。
（6） La fête va commencer, mes petits!（＝（1））
（6）の場合，Y は la fête であり，時間の中で展開するという性質を持って
いる。そして，Y の展開の初期段階に言及する際に commencer を用いてい
る。また（7）の「第二章」や（8）の「池」は，本来，時間の中で展開する
ものではない。
（7） Le deuxième chapitre du livre commence avec le XXIe siècle.
（8） Je suis le grillage jusqu’au bout, là où la route se termine et où
２６２ commencer のあとの à Inf. と de Inf.
commence le lac.（Lindsay, J., 2009, Dexter dans de beaux draps）
以下では，まず Y が時間の中で展開すると解釈できるものである場合を考
察する。次に Y が時間の中で展開するとは考えづらいものである場合を考察
する。そしていずれの場合も，話し手が Y について時間の中での展開を意識
していることを明らかにする。
1. 1. 1. 時間の中で展開する Y
（9）の la fête や（10）の ma journée は，それぞれ時間の中で展開する。
（9） La fête va commencer, mes petits!（＝（1））
（10） Sylvie pensa avec ivresse que la journée commençait bien.
（Troyat, H., 1980, Viou）
Y の展開を意識することは，初期段階，中間段階，終了段階といった様々
な段階を想定することにつながる。話し手は，commencer を用いて初期段階
に言及することがある。（9）ならば，祭りの初期段階に至ることを，そして
（10）ならば一日の初期段階が上手く運ぶことを commencer で表している。
Y の展開を想定することが難しい場合は，commencer を用いるのが難しく
なる。
（11）?? L’explosion a commencé.
（12）（スーパースローカメラの映像を再生しながら）Regardez! L’explosion
a commencé à cet instant!
（11）の爆発のような瞬間的な Y は，展開を意識するのが難しい。しかし，
（12）のように話し手が展開を意識できる場合は問題ない。
さらに時間幅を持つものとして解釈ができる Y であっても，commencer を
用いることが難しいことがある：
（13） ?Regarde! L’attentat a commencé!
（14）（襲撃事件の流れについて語っている場面で）C’est, en effet, à cet
instant-là que l’attentat a commencé.
（13）は，話し手が襲撃現場に立ち会っている場面での発話である。そのよ
うな場合，話し手は襲撃の展開を意識するのではなく，襲撃の有無を問題とす
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るのが自然である。したがって，commencer を用いるのが不自然になる。し
かし，（14）のように，襲撃事件を回想する場合では，話し手は展開を意識し
て語るため，commencer で初期段階に言及することができる。
以上のことから，commencer を用いる際，話し手は Y の展開を意識する必
要があると言える。
1. 1. 2. 時間の中で展開しない Y
（15）や（16）の「本」や「小説」は，物体としては時間の流れの中で展開
するようなものではない。しかし，そのようなものを表す名詞句を com-
mencer の主語とする場合がある：
（15）｛Ce livre｜ce roman｝commence bien.
（16） Le deuxième chapitre commence par quelques points techniques
sur les lois de composition, puis il présente un panorama des struc-
tures algébriques étudiées ensuite.（Calvo, A., 1996, algèbre génér-
ale）
本や小説の内容に注目すると，Y の時間の中での展開を意識することがで
きる。そして話し手は，commencer を用いて，初期段階に言及するのであ
る。
ただし，一定の順序で読むような性質を持たない図書の場合，commencer
の容認度が下がる場合がある。
（17） ??Ce dictionnaire commence bien.
（18） En général, un dictionnaire commence avec la lettre A et se ter-
mine avec la lettre Z.
（17）の辞書は，小説のように，読み進めるものではない。話し手が展開を
意識するのが不自然であるため，commencer を用いるのが難しくなる。しか
しながら，（18）では，話し手は見出し語の並びを意識している。そのような
場面では，Y の展開を意識して，commencer で初期段階に言及することがで
きるのである。
また，空間的なものを表す名詞句と共に commencer を用いることもある。
２６４ commencer のあとの à Inf. と de Inf.
（19） La Seine｛prend sa source/commence/naît｝près de Dijon.
（20） Les Champs-Elysées commencent à la place de la Concorde et
s’étendent sur 1910 mètres jusqu’à la place Charles-de-Gaulle.（イ
ンターネット検索）
（19）の Y であるセーヌ川はラングル高地に発源し，パリ市内を貫流し，イ
ギリス海峡に注ぐ川である。川の流れという時間の中での展開を意識すると，
源流や，河口などの様々な段階を意識することができるようになる。（19）で
は，展開の初期段階である源流がどこにあるのかを commencer で表してい
る。（20）のシャンゼリゼ通りも，コンコルド広場を始点にシャルルドゴール
広場に向かって伸びていく。このように河川や通りのような線状の空間は，始
点から終点へというような展開を話し手が意識することができる。その展開の
初期段階に言及する場合に，commencer を用いる。
また，広がりのある空間を Y として commencer を用いる場合もある。
（21）（主人公が自分の通った道を説明していて）Vous dépassiez l’immeuble
de brique et, là-bas, vous alliez déboucher sur le vide.（. . .）Un
écriteau indiquait : «Champs de manœuvre». Au-delà, commençait
le bois de Vincennes.（Modiano, P., 2002, La petite Bijou）
（22） A faible allure et en prenant grand soin de n’attirer l’attention de
personne, je fais demi-tour et retourne vers le côté sud de l’école. Je
suis le grillage jusqu’au bout, là où la route se termine et où com-
mence le lac.（＝（8））
（21）や（22）の Y である森や湖には，これまで見てきた Y とは異なる点
がある。例えば一日ならば時間の流れに沿って展開するし，本の内容も話の流
れに沿って展開する。セーヌ川やシャンゼリゼ通りなどの空間的な広がりを持
った場所であっても，始点から終点に向かう移動という，時間の中での展開を
意識することができる。このように，「過去から未来」や「序章から終章」，
「始点から終点」という具合に，Y は方向性を持って展開するものである。し
かしながら，単なる広がりである森や湖には，そのような方向性は存在しな
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い。ただし，（21）や（22）では，登場人物が Y に到着するまで移動をして
きている。話し手は，その移動の延長線上に移動を想定することによって，時
間の中の展開を意識することができる。
図 1は（21）の Y を円で表し，Y までの登場人物の移動を太い矢印で表し
たものである。話し手は，それまでの移動の方向性を頼りに，その先の移動を
想定する。すると，Y の展開を意識することができるようになる。そして，
初期段階である Y の入り口に commencer で言及するのである。
以上の分析から，話し手が Y の展開を意識している場合に，その初期段階
に言及するために，commencer を用いるということができる。また，本来は
時間の中で展開しないような Y であっても，Y の展開を意識することができ
る場面では，commencer を用いることができる。
1. 2. X commencer Y
本節では，Y が目的語位置に現れる場合を考察する。Y の開始者 X が想定
出来る場合，〈X commencer Y〉を用いる。代表的な事例として，（23）～（25）
がある。
（23） Ils（＝les cheminots）commencent la grève dès aujourd’hui, pour
défendre l’emploi.（Libération, mardi 31 mai 2005 : 10）
（24） Le fait de posséder des pouvoirs lui（le Magicien）interdisait d’avoir
jamais plus d’un dollar sur lui. Mais il aurait au moins pu com-
mencer la journée avec assez de monnaie pour s’offrir un café.
図 1 Au-delà, commençait le bois de Vincennes
２６６ commencer のあとの à Inf. と de Inf.
（Lindholm, M., 2010, le dernier magicien）
（25） Nous voulons commencer des négociations immédiatement avec le
patronat sur l’organisation du travail.（＝（2））
（23）～（25）の場合，ストライキや一日，交渉が Y である。話し手は Y の
展開を意識し，その初期段階を X がもたらすことを〈X commencer Y〉で表
す。
また，X は Y の初期段階に関与すればよい。言い換えると，X が初期段階
以降の展開に関与しない場合についても commencer を用いることができる。
（26） Gustave commence la guerre de Livonie en 1558, mais il meurt
peu après.（インターネット検索）
（26）であれば，スウェーデン国王グスタフ 1 世が戦争を引き起こす。Y
は，1558年に始まり，1583年に終わるリヴォニア戦争と呼ばれる戦争であ
る。初期段階は X によってもたらされるが，開戦後まもなく X は死亡する。
X の役割は，Y を初期段階に導くことなのである。
そして，（27）～（29）で挙げる本は，Y を〈X commencer Y〉という形で
用いる場合がある。
（27） Paul a commencé un nouveau livre.（Kleiber, 1999 : 149）
（28） François Sagan a commencé un nouveau livre, mais elle n’aime
pas le ton de l’auteur.（Peeters 2002 : 183）
（29） Ce n’est pas encore l’heure de rentrer. Le relieur décide de com-
mencer un nouveau livre.（ibid : 176）
（27）～（29）であれば，Y は X の執筆活動，読書，または製本作業といっ
た行為の対象である。X が本を書く人物で新しい本を書こうとしているとす
る。X の執筆活動を意識すると，本ごとに異なる展開が想定できる。話し手
は，執筆活動における一冊の本の展開を意識して，その初期段階に com-
mencer で言及することができる。また（28）のように X の読書行為を意識
する場合も，（29）のように X の製本作業を意識する場合も，一冊の本ごとに
展開が存在する。そして，話し手が Y の展開を意識することができれば，com-
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mencer を用いて展開の初期段階に言及することができるのである。
また，Y が場所の場合に〈X commencer Y〉の形を用いる場合もある。
（30） Le bâtiment de l’hôpital Vladimirski commence la rue Kirov qui
vous conduira à la place Sobornaïa.（インターネット検索）
（31） La rue s’appelle“rue Notre Dame”car il y a une chapelle qui com-
mence la rue et qui s’appelle“Notre Dame du Bon Secours”.（イン
ターネット検索）
（32）“Bienheureux es-tu, Lecteur,（. . .）.”Cette phrase commence Le
Grief, un texte de Marie Le Jars de Gournay, préfacière et éditrice
des Essais de Montaigne, et paru avec l’édition de 1595 de ces Es-
sais.（Le soir, 30 décembre 2010 : 30）
（30）や（31）のように，Y が空間的な場所である場合も，（32）の Y が文
章の場合と同様の解釈がなりたつだろう。（32）の場合，Y は複数の文で構成
されている。Y がそのようなものである場合，話し手は Y の展開を意識しや
すい。Y を構成する文章の最初の文である X は，Y を展開に導く開始者の役
割を担っていると言える。同じように，（30）や（31）のような空間的な場所
である場合も，Y は，車道や，歩道，そしてその周りにある標識，建物など
で構成されている。話し手が，道の展開を意識する際，初期段階にある「病
院」や「礼拝堂」は，Y を展開に導く存在であると言える。
以上，Y を名詞で表す事例を分析した。まず，話し手は Y の展開を意識す
る。Y の開始者を想定しない場合は，〈Y commencer〉で Y の初期段階に言
及する。Y の開始者が想定される場合は，〈X commencer Y〉で X が Y を初
期段階に導くことを表す。X は初期段階以降の展開に関与しなくても構わな
い。
2．Y を不定詞句で表す場合
本節では，Y に不定詞が現れる場合を考察する。Y に不定詞を用いる場合，
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不定詞に à または de を添える。まず 2. 1. では，不定詞の前に à と de を添
えることのできる動詞を考察の対象とし，両者のあいだにどのような差異が生
じるのかを明らかにする。その際に，話し手の Y の捉え方に関する仮説を提
唱する。その仮説に基づいて，次の 2. 2. と 2. 3. では commencer à/de Inf.
について考察を進める。
2. 1. SV de/à Inf.
Comrie（1976）は，動詞を用いて表す行為の捉え方には二つの捉え方があ
る。行為を外側から捉え，行為の全体像（aspect global）を捉える「完結相」
と，行為の内側から捉え，部分的に行為を捉える「不完結相」である。行為を
どのように捉えているのかは，時制の選択によって表されることが指摘されて
いる。さらに，この二つの捉え方は，à と de の選択によっても表すことがで
きると我々は考える。例えば，行為主体の行為 êcrire un roman を songer と
共に用いる場合と rêver と共に用いる場合，次のような違いがある。
（33） Je songe｛à/*d’｝êcrire un roman.（Cadiot, 1997 : 72）
（33）で，行為主体が「小説を書く」行為の最中にある場面を思い描くこと
を表している。このように，à Inf. を従える songer を用いる場合，話し手は
行為の内側を意識している。
（34） Je rêve｛*à/d’｝êcrire roman.（ibid.）
（34）の場合，行為主体が「小説を書く」ことを夢見ていることを表してい
る。夢見るとは，現実を基盤として，そこから現実味のうすい行為を遠くに見
ることであり，行為の全体を外側から捉えることである。話し手は，行為主体
が「小説を書く」行為をそのように捉えていることを de Inf. で表している。
続いて，文の主動詞が表す行為の主体と，不定詞で表す行為の主体が異なる
場合を見てみよう。
（35） J’ai autorisé Paul à partir.
（36） J’ai encouragé Paul à rester.
（35）は，Paul に出発の許可を与える場面の発話である。行為主体は，Paul
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が「出発する人物である」ことを許可する。このとき，どのような人物である
ことを許可されるのかを à Inf. で表す。Paul の状態についての許可を問題と
していることは，Paul est autorisé à partir と言い換えられることからも明
らかである。同じように，（36）の場合，行為主体が「Paul が残っている状
態」にあるよう励ますことを encourager Paul à Inf. で表している。
続いて，不定詞に de を添える場合を見てみよう。
（37） J’ai permis à Paul de partir.
（38） J’ai interdit à Paul de parler.
（37）は，（37）と同じ場面を描写するものである。行為主体は，「出発する
行為」をポールに対して許可する。主動詞の行為主体によって，ポールの「出
発する行為」が許可された行為となる。この場合，ポールの状態に変化は訪れ
ないので，Paul est permis de partir と言い換えるのは難しい。同様に（38）
ならば，行為主体が，Paul に対して「話す行為」を禁止することで，ポール
の「話す行為」が禁止された行為となる。
さらに，Cadiot（1997）の指摘にもあるように，主動詞が代名詞 se を伴う
場合，à Inf. を伴うことが多い。
（39） décider de partir/se décider à partir（Cadiot, 1997 : 74）
Cadiot は，このような場合，行為主体の「ダイナミックな状態」（état dy-
namique du sujet）を à Inf. で表すとしている。（39）ならば，代名詞を従わ
ない場合，話し手は「出発する」行為を外側から捉える。行為主体が「決定す
る」ことで，話し手は「出発する」行為を「決定された行為」と認識する。
一方，主動詞が表す行為が，行為主体自身の状態を変化させる場合がある。
その場合，主語位置には行為主体が立ち，変化主体として se を用いる。そし
て行為主体の新しい状態を à inf. で表すのである。（39）にある décider の場
合は，行為主体の「決定する」行為によって，自身が「出発する人物」となる
ことを se décider à partir で表す。
また主動詞で表す行為と à/de Inf. で表す行為の時間的前後関係も重要な要
素である。
２７０ commencer のあとの à Inf. と de Inf.
（40） Je commence｛à/de｝manger un gâteau.
（41） Je continue｛à/de｝manger un gâteau.
（42） Je finis｛*à/de｝manger un gâteau.
commencer, continuer, finir と不定詞を用いる場合，commencer と con-
tinuer は à Inf. と用いることが可能だが，finir を à Inf. と用いることはでき
ない。
（40）や（41）の場合，主動詞 commencer や continuer で表す行為によっ
て，不定詞で表す行為の内側に行為主体が結びつく。このように，話し手が行
為の内側を意識している場合，不定詞に à を添える。また，このとき話し手
が行為の全体像を捉えている場合は，de を選択する。
一方，finir を用いるのは，行為主体が不定詞で表す行為から抜け出すこと
を述べる場合である。このように，主動詞が表す行為によって，行為主体が不
定詞で表す行為の内側に結びつかない場合，à Inf. を用いることができない。
そのため，話し手は不定詞で表す行為を外側から捉え，不定詞に de を添え
る（1）。
以上の分析から，de Inf. と à Inf. の使い分けに関する仮説を提唱したい。
まず，不定詞に de を添える場合，話し手は，不定詞で表す行為の外側に視
点を置いて，行為の全体像（aspect global）を捉える。一方，不定詞に à を
添えるのは，話し手が行為の内側に視点をおく。主動詞の行為によって行為と
────────────
⑴ 行為主体の位置を問題とする場合にも，同じことが言える。
（1）（パリに行くことを）Je vais à Paris.
（2）（パリから来ることを）*Je viens à Paris.
「パリに行く」ことが生起すると，「行為主体がパリにいる」という事態が想定で
きるようになる。この場合，話し手は「パリ」を単独で思い描いていない。話し手
は「パリ」を行為主体を認識するために必要な位置として捉える。aller は，行為
主体の位置が「パリ」となるような移動を表すために用いる。一方，venir を用い
る場合，「パリ」は行為主体の位置ではなくなる。このように，移動によって，話
し手が行為主体の位置として認識する場所には à を添え，行為主体の位置として
認識できなくなる場所には de を添える。そのため，「パリ」に近づくことを s’ap-
procher で表す場合，Paris に de を添える。これは，s’approcher によって，Paris
が移動主体の位置となることはないからである。
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行為主体を結びつく場合，行為主体の新しい状態を à Inf. で表す。このよう
な特徴から，à Inf. は，主動詞で表す行為による行為主体の新しい状態を表す
のに適しているといえる。
以上の仮説を支持する指摘として，Cadiot の指摘を挙げることができる。
（43） l’occurence de de est liée à un trait sémantico-pragmatique de fac-
tivité（ou peut-être de perfectivité）, supposés ou alloué à l’évène-
ment associé au nom-régime de la préposition.（Cadiot, 1997 : 67）
さらに，Cadiot は de Inf. には，「安定性（la notion de stabilité）」や「実
現の確実性の概念（la notion de concrétude d’acquis）」，「全体像（la notion
de saisie globale）」といった特徴を認められるとしている。話し手が行為の
外側からその全体像を捉えることが，そのような指摘に繋がるのだろう（2）。
一方，à Inf. の特徴として，「修飾の概念（la notion de qualification）」，
「不安定感（la notion d’instabilité）」を挙げている。「修飾の概念」という指
摘は，à Inf. が行為主体の状態を表すのに適しているからであろう。また，不
定詞で表す行為が「不安定」であるという指摘は，話し手が行為の全体像を把
握する必要があることが関係しているのだろう。
次節以降，行為の捉え方に応じて à と de を使い分けるという仮説に基づい
て，まず 2. 2. で commencer à Inf. について考察し，2. 3. で commencer de
Inf. について考察する。
2. 2. commencer à Inf.
19世紀の辞書には，commencer à/de Inf. 関する記述をいくつか見つける
ことができる。たとえば，Cadiot（1997）は，Lafaye（1858）の commencer
à Inf. に関する記述を紹介している。
（44） On commence à faire une action ou une suite d’action qui n’a pas de
terme, qui n’est pas renfermée dans des limites précises, qu’on con-
────────────
⑵ 話し手は行為を外側から捉えるだけなので，rêver de Inf. のように不定詞で表す
行為の実現が確実であるかは疑わしい。
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tinuera ou qui se continuera indéfiniment.
この指摘から，commencer à Inf. を用いる場合に終了点を意識する必要が
ないことが分かる。この指摘は，à Inf. を用いる場合に，行為の全体像を捉え
る必要がないという我々の仮説にも合致する。実際の用例を見てみよう。
（45） Tandis que le café passait dans le percolateur, Greta commença à
lire.（Higgins Clark M., 1991, Recherche jeune femme aimant dan-
ser）
（46） Il ne regarde pas Manzo qui commence à parler.（Kurosawa A.,
1954, Les sept samuraïs）
（47） Dès que Dame Juliana avait commencé à être malade, sa petite-
fille avait disposé des clés des magasins, elle veillait aux piliers et
au toit de la maison, avec calme et compétence.
（48） − Nous remontions la pente, expliqua Nezzie. Il（Rydag）a com-
mencé à avoir du mal à respirer.（M. Auel, J., 2008, Les enfants de
la Terre, Tome 3 ; Les chasseurs de mammouths）
（45）の場合，話し手は lire で表す行為の展開を意識する。そして行為の内
側に視点を置き，Greta が「lire を行っている状態」の初期段階に commencer
à lire で言及する。（46）の場合も，Manzo の「話している状態」の初期段階
に commencer を用いて言及する。（47）や（48）のように，X の状態に言及
する動詞句も同じように commencer à Inf. の形で用いることもできる。この
場合も，être malade や avoir du mal à respirer で表す状態の初期段階に言
及する。
また，行為の内側に視点を置く場合，発話時点において行為が展開している
必要はない。例えば，（49）の lire は発話時点に新聞を読んでいる最中なのか
を尋ねる発話である場合もあるが，新聞を読む人物であるのかを尋ねる場合も
ある。
（49） Tu lis des journaux?
lire で表す行為が展開中であることを問題とする場合も，tu の習慣や能力
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を問題とする場合も，話し手は tu を行為の内側に位置づけるといえる。そし
て，行為主体の習慣や能力を問題とする場合も，習慣や能力の展開を意識する
ことは可能である。そのような場合，commencer à Inf. を用いることで，習
慣や能力の展開の初期段階に言及することができる。
（50） J’ai commencé à fumer le mois dernier. En fait, je n’en avais pas
vraiment envie, mais je me suis dit soudain que j’allais essayer.（イ
ンターネット検索）
（51） Par contre étant donné qu’il soit de matière lourde et fragile, il
devient dangereux en cas de chute, c’est pourquoi dès que le bébé
commence à boire seul au biberon, il est préférable d’opter pour le
biberon en plastique.（インターネット検索）
（52） A quel âge un enfant commence à parler?
（50）であれば，喫煙という習慣的行為の内側に行為主体があることを à
fumer で表す。この行為主体のそのような習慣の展開を意識して，先月その
初期段階に至ったことを述べている。（51）や（52）も「一人で飲む」や「話
せる」という乳児や子供の能力を問題としている。そして，その初期段階にあ
たる体得する時期に commencer で言及している。
また，話し手が不定詞で表す行為が展開中の場面に立ち会っている場合，
commencer à Inf. を複合過去で用いる。
（53） − Bonsoir Oncle, a dit Yasuko, nous avons commencé à manger
sans vous attendre.（Ibuse, M., 1972, pluie noire）
（53）の場合，行為主体の「食べている状態」の初期段階に言及するために
commencer を用いる。行為主体はそれ以前は異なる状態にあり，「食べてい
る状態」は行為主体の状態変化によって導かれる。つまり，この場合，「不定
詞で表す行為を展開している状態」を初期段階に導くような，行為主体の状態
変化を commencer で表すと言える。（53）では，「食べている状態」を初期段
階に導く状態変化は完了している。そのため，commencer を完了時制で用い
る。
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しかし，不定詞で表す行為が行為が展開している場面で複合過去を用いるの
が難しく，現在形を用いる場合がある（3）。
（54） Marcelin Grousselas souffle au téléphone : « C’est dur, je｛com-
mence/?? ai commencé｝à être fatigué. Mais je tiendrai : il faut in-
terpeller les gens sur les dangers du nucléaire, montrer que la vie a
du sens, porter le message collectif.»（Le Monde, le 19 juillet 2004 :
7）
（55） Dédé : Encore! Encore tu me reproches ça!
Monique : Oui, je te le reproche encore et je te le reprocherai toute
ta vie!
Dédé : Putain, c’est pas possible ça!
Monique : Ça, c’est pas des choses qu’on pardonne!
Dédé : Je｛commence/?? ai commencé｝à en avoir marre, hein!
（Guediquian, R., 1997, Marius et Jeannette）
（56） − Je｛commence/?? ai commencé｝à comprendre, dit le petit
prince. Il y a une fleur . . . je crois qu’elle m’a apprivoisé . . .（＝
（5））
（54）～（56）の場合，行為主体が être fatigué や en avoir marre または
comprendre といった動詞句で表すことのできる状態に達した時点での発話で
ある。このような状態に行為主体を導く変化は，（54）であれば X の活動（in-
terpeller les gens）によって生じるものである。発話時に該当する活動を X
が継続しているため，X の状態変化も継続している。このように，行為主体
が être fatigué という状態にある場面で，その状態を導く変化が完了してい
ないので，commencer を現在形で用いる。
さらに，同じ変化によって être fatigué の度合いが増し，être vraiment fa-
tigué や être complètement fatigué と呼べるような状態に至る場合がある。
────────────
⑶ このように commencer を現在形で用いる場合，日本語であれば「疲れてきた」，
「嫌になってきた」，「分かってきた」というように，「V テクル」の形で表す。
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そのような場合も commencer を現在形で用いる。話し手は，該当する状態に
至っているかを主観的に判断する。
同じように，（55）ならば，行為主体の状態変化によって「いらだっている
状態」に達する。この状態は，聞き手である Monique の非難による，Dédé
の感情の変化が導くものである。（56）は星の王子様の一節である。apprivoiser
がどのようなことなのかをきつねに説明をしてもらう場面における王子様の発
話である。きつねの説明によって得た知識が整理できてくることと，王子様は
「理解していない状態」を抜け出し，「理解していく状態」に入る。
2. 3. commencer de Inf.
commencer de Inf. は，commencer à Inf. と比較すると，使用頻度が低
い（4）。Cadiot は，Lafaye の次のような commencer de Inf. に関する指摘を
挙げている。
（57） On commence de faire une action unique, circonscrite, qui constitue
une oeuvre fixe, une tâche qui s’achève en plus ou moins de temps,
qui a un commencement, un milieu et une fin . . .（Lafaye, 1858 :
59）
さらに，この引用から，à を用いる場合と de を用いる場合の違いを Cadiot
は次のように説く。
（58） A situe l’action dans une série externe, de marque au contraire la
clôture de cette même action sur elle-même.
ただし，Cadiot は，commencer à/de Inf. の差異について，これ以上は言
及していない。そこで，本節では，2. 1. の de Inf. に関する仮説と実例を元
に commencer de Inf. に関する考察を深めることにする。
（59） − Si, si, vous pouvez regarder, c’est une circulaire.
Le patron commença de lire et aussitôt la patronne demanda :
────────────
⑷ コーパス検索の結果，à Inf. が 24077回用いられているのに対して，de Inf. は 687
回用いられていた。
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-Qu’est-ce que c’est?
（Clavel, B., 1962, la grande patience 1 la maison des autres）
（60） Tout d’abord, nous gardâmes le silence, puis Trame commença de
parler et je finis par l’écouter.
（Hobb, R., 2005, l’homme noir ; L’Assassin Royal）
（61） On déposa dans leur assiette un feuilleté de fruits de mer, recouvert
d’une sauce onctueuse. Holden commença de manger avec appétit,
savoura ensuite son vin d’Alsace.
（Arnaud, G.-J., 1974, Les fossoyeurs de liberté）
（62） Je suis né le 21 juin 1952, j’ai commencé de travailler en décem-
bre 1969. Je n’ai jamais arrêté de travailler, tous mes trimestres
sont validés et cotisés. A quelle date puis-je bénéficier de la retraite
anticipée?（インターネット検索）
（59）のように，commencer de Inf. を用いる場合は，「読む」行為を主人が
開始することを問題とする。話し手は，lire で表す行為を外側から捉え，その
展開を意識する。そして，その行為を開始に導く行為を X が行うことを com-
mencer de lire で表す。この場合，話し手は，「X が読んでいる状態」にある
かではなく，X によって「読む」という行為が開始することが問題となる。
そのため，「読んでいる状態」の開始に言及するのであれば，同じ場面で com-
mencer à Inf. を用いても不自然ではない。
同様に，（60）ならば，Trame によって，parler という行為が開始する。
（61）ならば，Holden によって manger という行為が開始する。さらに，
（62）のように，長期に渡って繰り返される行為であっても，話し手が行為の
全体像を意識すれば commencer de Inf. を用いることができる。（62）の例で
あれば，話し手は，入社から退職までの「働く」という長期的な行為の全体像
を捉える。話し手は，行為の展開を意識して，行為主体が該当する行為を初期
段階に導く開始行為を行うことを commencer と de Inf. で表す。
このように，commencer de Inf. を用いる場合，話し手は不定詞で表す行為
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を外側から捉え，行為主体によって行為が開始することを述べる。このような
性質上，commencer à Inf. を用いることができる場面で，commencer de Inf.
を用いると不自然になる場合がある。
（63） ??Je commence de comprendre, dit le petit prince. Il y a une fleur .
. . je crois qu’elle m’a apprivoisé . . .
（64） ??A quel âge un enfant commence de parler?
（63）であれば，comprendre で表す行為の展開を意識する場合，理解に関
わる行為主体の状態を問題とするものである。行為主体の状態を問題とせず
に，展開の初期段階に言及するのは不自然であろう。行為の内側に視点を置
き，commencer à Inf. を用いるのが自然である。
また，（64）のように，能力の習得に言及する場面でも，やはり commencer
de Inf. を用いるのは難しい。「話す」行為の全体像を捉え，行為主体による開
始行為を問題とするのであれば，年齢を尋ねるのは不自然である。この場合
も，「話すことができる」という行為主体の状態の初期段階が訪れを com-
mencer à Inf. で表現するのが自然である。
最後に，TLF は commencer de Inf. に関して「de は，話し言葉では用いら
れることは決してない」と指摘している。à Inf. を用いる場合，展開する行為
の内側に視点を置くため，話し手は行為の全体像を意識する必要がない。一方
de Inf. を用いる場合は，行為の外側から行為の全体像を捉え，その展開を意
識する。単純過去を日常会話で用いることが少ない現代において，初期段階に
言及する場面で行為の全体像を捉えるのは難しいのだろう。
お わ り に
本稿では，commencer を用いる場合に，話し手が Y の時間の中での展開を
意識する必要があることを述べた。Y が展開しない場合も，話し手が展開を
意識することができれば commencer を用いることができる。
Y を名詞ではなく，不定詞で表す場合，不定詞に à または de を添える。本
２７８ commencer のあとの à Inf. と de Inf.
稿では，話し手が不定詞で表す行為の内側に始点を置く場合は不定詞に à を
添え，外側に始点を置く場合は de を添えるという仮説を立てた。
commencer à Inf. は，行為主体が不定詞で表す行為中である状態の初期段
階に言及する場合に用いるということができる。また，行為主体の習慣などの
初期段階に言及する場合にも，commencer à Inf. を用いることができる。
一方，話し手は行為の全体像を捉え，その展開を意識する場合がある。X
がそのような行為を初期段階に導くことを表す場合は，commencer de Inf. を
用いる。そのような特徴から，行為を内側から捉える必要があるような場面で
は，commencer de Inf. を用いるのが難しいといえる。
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